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一歩まちの外に出てみると、「福智町」の認知度はまだまだ低いことを実感します。
すぐれた観光資源が揃っていても、“知らない”ところには人は集まりません。

炭鉱で栄えたかつての熱気と活気を、再びこの地に集めるためには、
このまちをもっと“知ってもらう”ためのきっかけ作りが重要です。

人や物、文化などの“ならでは”を集結して仕掛ける、
まちの活性化への第一歩「福智スイーツ大茶会」。
今年もまた、もえぎの旗が秋風に揺れました。

特集 “ならでは”が鍵


